
  － 37 － 

 

 

 

 

 

第 5 章 パテントマップ作成ソフトの検証 

 

 

 

 

5－1 パテントマップ作成ソフト検証について 

5－2 引用・被引用関係マッピングの検証 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  － 38 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  － 39 － 

第 5 章 パテントマップ作成ソフトの検証 

 

 

5－1 パテントマップ作成ソフト検証について 

 

 本章ではマッピングソフトの検証を行う。今回は、検索結果を特許出願件数推移グラフと

して表示するソフト、検索語句に対して任意の重み付け係数でスコアリング処理を行うソフ

ト、特許公報相互の引用・被引用関係をグラフ化および時間軸樹形図でマッピングを行うソ

フトを作成した。このうち、前二者は単純な処理の可視化であり、マッピング結果について

効果検証を行う必要性は薄い。最後の、特許公報相互の引用・被引用関係のマッピングは、

特許公報の相互関係を数世代遡及した後に形成される、グルーピングされた公報群に意味が

あるか否かを含めて検証を行う意義があると考えられる。従って、次節では引用・被引用関

係のマッピングに絞って検証を行う。 

 

5－2 引用・被引用関係マッピングの検証 

 

本節では、デジタルカメラの技術をテーマに、特許公報相互の引用・被引用関係のマッピ

ング全体の検証を行う。引用・被引用関係の起点となる公報は、あらかじめテキスト検索で

絞り込んだ公開特許公報 2003－304441 号を利用した。出願日は 2002 年 4 月 11 日、発明の名

称は「ディジタルカメラ」であり、補正等の手続処理もない状況で 2007 年 8 月 3 日に特許第

3993457号として登録されている。はじめに、公開特許公報2003－304441の引用関係表示を、

図表 5－1－1 から図表 5－1－8 まで 8 枚の図表に表示する。 

（図表 5－1－1）公開特許公報 2003－304441 の引用関係表示・・本図表を含めて以下 8 枚

 

公開特許公報 2003－

304441 の引用関係 
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（図表 5－1－2）公開特許公報 2003－304441 の引用関係表示 

 

（図表 5－1－3）公開特許公報 2003－304441 の引用関係表示 
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（図表 5－1－4）公開特許公報 2003－304441 の引用関係表示 

 

（図表 5－1－5）公開特許公報 2003－304441 の引用関係表示 
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（図表 5－1－6）公開特許公報 2003－304441 の引用関係表示 

 

（図表 5－1－7）公開特許公報 2003－304441 の引用関係表示 
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（図表 5－1－8）公開特許公報 2003－304441 の引用関係表示 

 

 

図表 5－1－7 で表示されている、被引用件数が 32 件の公開特許公報平成 08－22343 号の引

用関係を図表 5－2 で表示する。この場合、公開特許公報平成 06－70314 と公開特許公報平成

05－12957 の被引用件数がそれぞれ 21 件で比較的多いので、更にこれら公報の引用関係を調

べると重要特許・基本特許にたどり着く可能性が高い。 

（図表 5－2）公開特許公報平成 08－22343 の引用関係表示 
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同様に、図表 5－1－7で表示されている被引用件数が 39件の公開特許公報平成 06－133081

号の引用関係を図表 5－3 で表示した。ここでは過去への引用が表示されないので、本公報が

重要特許・基本特許に近いと考えられる。 

（図表 5－3）公開特許公報平成 06－133081 の引用関係表示 
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 次に、これまでに扱った公開特許公報 2003－304441 の引用・被引用関係全体関係を図表 5

－4 として群表示する。 

（図表 5－4）公開特許公報 2003－304441 の引用・被引用関係樹形図・・・検証用の群表示 

 

 図の中心部にある「元公報」が、今回マッピングの起点とした公開特許公報 2003－30444

号である。ここから、過去に向かって引用関係の連関を表示しグルーピングした樹形図とな

っている。なお、線の太さは引用回数を表しているが、この図では線の長さは群表示を見や

すくするために任意に伸張している。線の長さが時間距離ではないことにご留意頂きたい。

当該マッピングソフトの最終バージョンは、横方向の時間軸上に引用関係の連関を表示する

形に変更して開発の時系列が把握できるようにした（図表 5－5－1～図表 5－5－3）。 

 第五世代 I 群は、デジタルカメラの外部記憶媒体とカメラ本体間のデータ受け渡しに関す

る種々のアイデアが集約されている。第四世代 G 群は、デジタルカメラの外部記憶媒体とカ

メラ本体間のデータ受け渡し効率化を図るために情報の圧縮伸張技術を利用するアイデアが

集約されている。第四世代 D 群は、デジタルカメラ単体からパソコンを介さずにプリンター

と直結して印刷をする、あるいはその際に必要な情報の圧縮伸張技術が集約されている。第

四世代 E 群は、ファクシミリ・プリンター等の特性処理、制御コード受け渡しに伴う、特性

の認識やエラー処理等のアイデアが集約されている。第五世代 K 群は、銀塩写真の自動化さ

れたプリント時の事前処理で画像を電子的に作成するアイデアが集約されている。第五世代

L 群は、ロール印画紙の焼き付け工程時のコマ番号印字、画像と印字情報との対比に画像判

断や認識を伴うアイデアが集約されている。これらを見ると、世代を経てまとまった特許公

報群が、一定の技術にほぼ収束していることがわかる。特許公報の引用・被引用関係のマッ

ピングという簡単な処理であるが、研究者がテキスト検索等で見つけた公報番号から短時間

で一定の技術開発推移を把握可能であることが確認された。 
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 なお、集約された特許群を見ると、希に、関連性が薄いものと勘違いする特許公報が存在

する。しかし、これらの公報を詳細に読むと意外な着想や技術の応用展開を示唆する情報が

隠されていることが多い。今回の研究はマッピングシステム作成に比重をかけているため、

この部分について詳しい検討は行っていないが、論文情報や特許情報を駆使して研究を進め

ている研究者に技術の応用展開を示唆する要素が含まれている可能性があり、今後の検討課

題と思われる。 

 図表 5－5－1～図表 5－5－3 に、最終改良の横方向時間軸上に引用連関を表示するマッピン

グを示す。本公報引用関係図は件数が多く縦長の図となっているため、分割して表示した。 

 

（図表 5－5－1）公開特許公報 2003－304441 の引用・被引用関係 横方向時間軸樹形図 
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（図表 5－5－2）公開特許公報 2003－304441 の引用・被引用関係 横方向時間軸樹形図 続き 
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（図表 5－5－3）公開特許公報 2003－304441 の引用・被引用関係 横方向時間軸樹形図 続き 

 

 

 

 

 




